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土橋 ゆうじ

発行：

　さいたま市議会議員の土橋ゆうじです。
　市民の皆さまには、日頃から様々なご意見やご要望をお寄せ
頂きありがとうございます。今年度、私は議会運営委員長に就
任することとなりました。これからもさいたま市の発展と市民
生活のより一層の向上の為に全力で働いていく決意です。
　また、さいたま市議会６月定例会では代表質問を行いまし
た。今号ではその概要を２頁に掲載しました。どうぞご一読く
ださい。
　皆さまの声を市政に届け、わが街「さいたま市」を魅力あふ
れる街、住み続けたい街、住んでみたいと思える街となるよう
に、今後も積極的に政策提言をしてまいります。

　内水氾濫の被害を軽減するため、市立新開
小学校に雨水貯留浸透施設を整備する事業が
進められています。

　土合公民館運営協議会や土合地区社会福
祉協議会をはじめ、27地区の自治会長の署
名を頂き、清水市長、教育長にエレベーター
設置の要望書を提出しました。
　土合公民館は地域活動の中心施設であり、
多くの世代に親しまれています。また災害時
には避難所としても機能し、さらにはバリアフ
リーの観点からも、エレベーターの設置は急
務と考えます。早期に実現するよう、しっかり
注視してまいります。

※学校校庭の利用状況を確認しながら、出来るだけ影響が
少なくなるように調整して参ります。

6月定例会報告 議会運営委員長に就任しました。
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・R5　詳細設計を実施
・R6　工事完了（予定）

・R5　大久保東小／神田小／
大久保小

・R6 栄和小／大久保中／田島中

土橋勇司

◇水害軽減対策〈新開小学校流域貯留浸透施設の進捗状況〉 ◇下大久保諏訪神社前の
　舗装修繕

　現状の街路灯だけでは暗く、地域の方から治安
を心配する声を頂いていました。
・R5.8 月頃設置

◇神田小学校裏側へ新たな街路灯設置

　路面の舗装が波打ち水はけも悪
く、地域の皆さまから修繕を求める
声を頂き市と調整を進めました。

　来年度までの桜区内小中学校
のトイレ改修予定です。

桜区の安全安心実現に向け

土合公民館 エレベーター設置を要望

桜区内小中学校
トイレ改修

代表質問の概要（抜粋）

代表質問の全項目（６月定例会／令和5年6月12日）
１ 健全な財政運営について
　（１）中長期の財政見通し
２ 市民に期待をされる経済対策について
　（１）地域経済の発展的戦略について
３ 子どもや家庭や地域に理解をされる教育環境
について

　（１）教育環境の「差」が及ぼす影響について
　（２）「差」を解消するための施策について
　（３）学校運営協議会の成果と課題
４ 日常の「足」となる交通インフラの整備
　（１）「使える」コミュニティバスや乗合タク

シーについて

　（２）世代や地域によって改善点は違う
５ スポーツを取り巻く環境について
　（１）さいたま市スポーツシューレについて
　　① ４者協定について
　　② 構想及びスケジュールについて
　　③ 暫定利用も含めた県との調整
　（２）ｅ‐スポーツの可能性
６ 河川の防災対策を含んだ新たな地域観光資源
の創出

　（１）荒川第２調節池周辺の河川空間について
の本市の考え方

７ 歩行と自転車の安全空間の確保及び街路樹管
理について

　（１）道路併設水路の歩道化について
　（２）自転車利用の安全対策について
　　① 自転車通行帯における都市局と建設局の

役割
　　② ヘルメット購入補助について
　（３）さいたま市街路樹維持管理基

本方針について
８ 水道事業について
　（１）水道行政移管への期待と本市

の対応について

■さいたまスポーツシューレの現状と暫定利用について

　事業が具体的になるには少し時間がかか
るように思う。そこで、更地になっている

貴重な土地を市民が利用できるよう、暫定利用と
いう形で県との調整を進めて頂きたいと思う。

Q

　今後、取得に向けた県との協議を進めて
いくところであり、議員ご提案の暫定利用

についても、その協議の中で検討していきたい。
Ａ

Ⅱ．暫定利用を含めた県との調整について

　今年4月に市は「浦和レッドダイヤモンズ」「一般社団法人
レッズランド」「一般社団法人さいたまスポーツコミッション」

と４者協定を締結した。スポーツシューレの構想や今後のスケー
ジュールについて伺いたい。

Q 　トップアスリートのための機能に限らず、地域の方々がス
ポーツに関する情報やノウハウを得られる施設利用を想定し

ている。スケージュールは４者協議を進めた後、早期に整備に向けた
検討に移りたいと考えている。

Ａ
Ⅰ．構想及びスケジュールについて

　自転車通行帯の整備
はルールを守るという

意味では大変有意義だと思っ
ている。しかし、実際に自転車
で走行すると危険に感じるこ
とがある。植栽の管理や路面
の段差、路面標示が剥がれた
り薄くなっている箇所のメンテ
ナンス等、安全対策について
伺いたい。

Q

　自転車通行環境につ
いては事前に現場確認

を行い、必要に応じて植栽の剪
定、段差やひび割れの補修な
どを実施している。また道路パトロールや市民からの通報により、路面
標示が薄くなっている箇所や段差の箇所を把握し、通行環境の維持に
努めている。

Ａ

■複雑化する交通環境に対応した整備や修繕について
Ⅰ．自転車利用の安全対策について

　今後、電動キックボード等の利用者の増加が見込まれる中、
交通環境のメンテナンスに加え道路を利用する方のマナーの

向上も重要な課題になると思う。市の見解を伺いたい。
Q

　ルール・マナーについては交通安全教室の推進や「さいたま
自転車ルールブック」を活用した啓発等を実施している。また、

庁内関連部局の他、埼玉県警察とも連携してしっかり取り組んでいき
たい。

Ａ

Ⅱ．マナーの向上も重要な課題

さいたま市政への皆さまの声、
ご意見・ご要望を
お寄せください。

土橋勇司 政務活動事務所
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▲自転車優先レーンの標示が薄く
なっている。危険箇所の早急な対応
と、着実な管理・メンテナンスの実施
を市に求めていきます。

▶令和5年7月1日から、一定の基
準に該当する電動キックボード等に
ついて「特定小型原動機付自転車」
という区分が創設され、免許が無く
ても車道や自転車レーン（時速
20km以下）等を走行できるように
なりました。今後の交通環境の変化
を注視しつつ、安全対策の充実に
取り組んでまいります。

▶スポーツシューレの整備に
向け協議が進められている
旧埼玉県衛生研究所跡地。
貴重な更地の空間であり、
子供たちの遊び場等として、
暫定的に地域の市民が利用
できるよう市に働きかけてま
いります。

▲市議会録画配信


